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原 著 論 文  
 
中 学 生 の 「 性 の 健 康 心 理 」 が 学 校 生 活 ス キ ル に 及 ぼ す 影 響  
        
        
             上 田 邦 枝  
昭 和 大 学  助 産 学 専 攻 科  
 
                            
 
              要  旨  
 
 本 研 究 は、中 学 生 の 「性 の健 康 心 理 」やス ト レスが学 校 生 活 スキルにどのよ う
な影 響 を及 ぼしているかを明 らかにし 、今 後 の生 徒 への 「 生 命 と性 の健 康 教 育 」
や生 活 指 導 に活 かすこ と を目 的 と し た 。中 学 生 を対 象 に 、 『 中 学 生 用  性 の健
康 心 理 尺 度  改 訂 版 （ 上 田 ， 2 0 1 2 ） 』 と 『 学 校 生 活 スキ ル尺 度 （ 飯 田 . 石 隈 ，
2 0 0 6 ） 』 を用 い 、さ らに 、ス トレ スの内 容 1 0 項 目 を加 え 、重 回 帰 分 析 を行 った 。  
その結 果 、性 の健 康 心 理 尺 度 内 の 「生 命 と性 の尊 重 性 」は 、学 校 生 活 スキ
ルの 「自 己 学 習 スキル 」 、 「 進 路 決 定 スキル 」 、 「 集 団 活 動 スキル 」 「 健 康 維 持 ス
キル 」 、 「同 輩 とのコ ミ ュニケーシ ョンスキル 」の 5 項 目 すべてに正 の有 意 性 がある
こ とが明 ら か と な っ た 。 ま た 、 ス ト レ スは学 校 生 活 スキルの 「 自 己 学 習 スキル 」 「 進
路 決 定 スキル 」 「 集 団 活 動 スキル 」 「 健 康 維 持 スキル 」 「 同 輩 とのコ ミ ュニ ケーシ ョ
ンスキル 」の 5 項 目 すべてに 、負 の有 意 性 があった 。  
中 学 生 において 、 性 の健 康 心 理 と学 校 生 活 を送 る上 での ス キル獲 得 は乖
離 する ものではないこ とが明 らか と なっ た 。 中 学 生 学 校 生 活 のスキル向 上 のため
にも 、学 校 教 育 の中 での生 命 教 育 および性 の健 康 教 育 、ス ト レ スマネジ メン ト教
育 の必 要 性 が示 唆 された 。  
K e y  w o r d： 生 命 と 性 の 健 康 教 育 ,学 校 生 活 ス キ ル ,思 春 期 ， 中 学 生
 
緒  言  
       
若年者のリスクの高い性行動が問題となり、効果
的な性の健康に対する予防介入が望まれている。 
2007 年の 10 代の性交の経験率の調査結果では、 
男子では中学生 3.6％から高校生 26.6％と大きな
上昇がみられ、女子でも中学生 4.2％から高校生
30．0％と大きくポイントが上昇し、高校生の女子の
性交経験率は男子の経験率を抜いた 1）。しかし、
2011 年の同調査では、どの年齢層も性交経験率
が下がっており、大学生では男子 54.4％、女子は
46.8％。高校生では男子 15％、女子 23.6％。中学
生では男子 3.8％、女子 4.8％という結果となってい
る。これは、メールや SNS等を活発に使用し性行動
への発展が早い層と、コミュニケーションが不活発
で性行動に慎重な層の「性行動の分極化」が示唆
されている 2）。このような若年者の性行動の早期発
展層の最速化や性行動慎重層の原因解明には、
更なる思春期の対象への性行動の分析が必要で
ある。そして、増加し続ける性感染症の罹患予防、
また 2001年をピークに低下している 10代の人工妊
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娠中絶率ではあるが、より一層の効果的な予防介
入が望まれ､特に思春期の対象の性行動に至るま
での分析が必要であるといわれている 3）。さらに、
近年の予防介入内容としては、従来の知識重視型
の教育方法に代わり、「生きる力」を育成すること、
すなわちライフスキル教育を取り入れたプログラム
が効果的であると論じられてきた 4）5）。それは、自尊
感情の向上が、肯定的な生命や性への思いや価
値観に意識づけられ、学校生活の中での人間関
係や自己の将来像にも影響を及ぼし、性の健康に
も効果があると考えられたためである。生命と性を
学習することにより、今後の生き方を考える、まさに
「生きる力」に直結した教育の推進といえる。 
中学生は、思春期で多感な時期であり、また成
人になるまでの過程で、自身の性を含めたアイデ
ンティティを形成する重要な時期である。そのため
にも、助産師のような生命と性への経験値の高い
専門職種が学校教育現場において、生命や性を
語り伝えることは、より現実味を帯びた性の健康維
持につながる。さらに、「生命と性の融合」を図るき
っかけとなり、机上の学習では学ぶことのできない、
生命と性の健康保持としての実践的な学びの場に
なると考えられる。  
また、今後の青年期への成長発達において、性
への偏りあるとらえ方は避けたいところである。性は
人間に与えられた究極のコミュニケーションである
ことは言うまでもなく、中学生には、将来的に性行
動を発展していく際に、その必要性と危険性を十
分に熟知し、また豊かな人間関係を構築した上で
の性を育んで欲しいと願い、推奨していきたいと考
える。 
そして本研究では、学校生活と性という、対極と
もいえる両者ではあるが、中学生にとっては双方共
に、重要な活動空間であり、関心どころであると推
測できる。そのため、中学生に対して、学校生活で
のスキルと生命や性の健康に関する内容をバラン
スよく教授することが必要であると考える。近年の中
学生の性意識や性行動の研究動向をみると、自尊
感情および自己効力感などの自己観との関係性
の論文、また薬物行動および飲酒行動との関係性
を論じる文献は多くみられた 6）-8）。しかし、学校生
活との関係性を検討しているものは散在する程度
であった。高校生の性行動を生活感情から検討し
た調査では、「日常生活の退屈さや将来の不安が
性交経験に影響している」8）と論じられていた。また、
研究者が行った中学生の性行動を規定する因子
の研究においては、SEX を断る自己効力感が低い
と性行動に発展し、ストレス対処行動の意識が低い
と同様の結果になった。さらに、中学生へのストレス
マネジメント教育の重要性を結論づけ、日常生活
での心理的なストレス要因が、性行動を規定してい
ると考えられた 9）。そのため、中学生の日常を考え
る上で学校での生活、すなわち生徒の日々の感情
や習得しているスキルはその世代の若者にとって
要になると考えられる。しかしながら、もともと個人が
持っている「生命」や「性」の心理的側面が、学校
生活を送るためのスキルへ影響しているか否かの
研究は見当たらなかった。これは、昔から性への関
心や知識などは、学習態度や日常生活に悪影響
を及ぼすことを強調されることが多く、むしろ学校生
活ではタブー視されていることが尐なくなかったこと
が原因であると推測される。実際には、中学生の性
への感情や性の健康を保つための意識・心理を学
校生活のスキルにどのように影響しているかを検討
せずに、今後の学校教育の中におけるミニマム・ス
タンダードとして sexual Education を位置付けること
は大変難しいと感じた。 
本研究は、中学生における性の健康心理やスト
レスが学校生活スキルにどのような影響を及ぼして
いるかを明らかにし、今後の生徒への「生命や性の
健康教育」、そして日々の学校生活における教育
的指導に活かすことを目的として行った。さらに、
中学生が生命や性、および将来を考える上で影響
をうけている人物や媒体についても明確にし、健康
教育の支援方法の一資料として活用するために行
った。 
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方  法 
 
１．操作的用語の定義 
１）性の健康 
性の健康（武田，2004）を参考とし、「セクシャリテ
ィに関連する Physical・Mental・Spiritual・Socialの 4
側面が適応している状態である」10)と定義した。 
２）性の健康心理 
性の健康心理（上田，2008）と同様に、「性の健
康を維持・増進するための意識や考え方、価値観
の全て」9）と定義した。 
３）性の健康心理尺度 
「中学生用 性の健康心理尺度（改訂版）の開
発（上田，2012）」11）は、性の健康の保持・増進を基
本とし、性への意識、恋愛への意識、生命への意
識、性交への意識、人工妊娠中絶への意識、性感
染症への意識の 6要素から考えられた尺度であり、
開発により 4 つの因子からできている。 
４）「学校生活スキル尺度」 
「学校生活スキル尺度」（飯田、石隈，2002a） 
は、ＷＨＯのライフスキルを基本性質とし、「①学習
される ②学習面、社会面、進路面、健康面の領
域で中学生が抱える発達課題・教育課題の解決を
促進する ③学校適応において個人の目標達成
に有効である ④学校という場面で受容される⑤学
校で教育できる行動 」と定義しているもの 12）を参
考にした。尺度使用については、作成者より承諾を
得た。 
５）生命と性の健康教育 
本研究者が中学生を対象に約 10 年以上にわた
り行っているライフスキル教育に基づいた健康学習
プログラムであり、生命教育、性の健康教育、ストレ
スマネジメント教育の 3 年間の積み上げ式段階別
教育である（表 1）5）。 
２．調査対象 
関東近郊公立中学校 2 校 3 年生 583 名 
３．調査期間  
調査期間は平成 22 年 7 月であった。 
４．調査内容 
１）性の健康心理 
「中学生用 性の健康心理尺度（改訂版）（上田，
2012）」（以下、性の健康心理尺度）は、「性行動リ
スク性」、「性行動追求性」、「生命と性の尊重性」、
「恋愛追求性」は全 35 項目からなる。   
クロンバックのα係数は、各下位尺度でα＝ .76
～.92 で、それぞれ「そう思う」、「あまりそう思わな
い」、「尐しそう思う」、「そう思う」の 4 段階のリッカー
ト型で回答を求めた。 
２）学校生活スキル 
「学校生活スキル尺度（飯田.石隈，2006） 」は、
「自己学習スキル」、「進路決定スキル」、「集団活
動スキル」、「健康維持スキル」、「同輩とのコミュニ
ケーションスキル」の全 54 項目からなる。クロンバッ
クのα係数は各下位尺度でα＝.69～.81 で、それ
ぞれ「そう思う」、「あまりそう思わない」、「尐しそう思
う」、「そう思う」の 4 段階のリッカート型で回答を求
めた。 
上記の項目で重回帰分析を行った。 
３）ストレス 
ストレスは、①友人②学習面③家族関係④恋愛
関係⑤部活関係⑥将来⑦体型・容姿⑧健康状態
⑨教員関係⑩金銭関係の 10項目について、ストレ
スがあると思うかをそれぞれ「そう思う」、「あまりそう
思わない」、「尐しそう思う」、「そう思う」の 4段階のリ
ッカート型で回答を求め、合計点を算出した。
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1
表１． ライフスキル教育を基盤とした「生命と性の健康教育」
時間 授業内容 媒体および使用物品 ライフスキル教育の該当
生
命
教
育
1年生
100分
生命ってなんだ？ パワーポイント 自己認識・創造的思考
生命創造 VTR 自己認識・創造的思考・共感性
妊婦体験 妊婦体験スーツ 自己認識・創造的思考・共感性
新生児抱っこ体験 沐浴人形 自己認識・創造的思考・共感性
死にゆく生命 小児がんの事例 自己認識・批判的思考・共感性
「生命の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
性
の
健
康
教
育
2年生
100分
思春期・第二次性徴 パワーポイント 自己認識・共感性・ストレスへの対処
性の意義と多様性 パワーポイント 情動への対処・対人関係スキル
恋愛・危険な性の情報分析 情報分析シート 批判的思考・効果的コミュニケーション
グループワークと発表 性の商品化の事例 効果的コミュニケーション・対人関係スキル
誘惑を回避するロールプレイ 台本と仲間 自己認識・共感性・対人関係スキル
「性の健康の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
ｽﾄﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈｰ
ｼﾞ
ﾒﾝﾄ
教
育
3年生
100分
生命と性の健康の復習 パワーポイント 効果的コミュニケーション
ストレスとｽﾄﾚｽﾒﾏｰｼﾞﾒﾝﾄ パワーポイント 自己認識・ストレスへの対処
ストレッチとタッピングタッチ 自分や友人の身体 対人関係スキル・ストレスへの対処
ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝと呼吸法 ｱﾛﾏ α 波の音楽とｽﾄﾛｰ 自己認識・ストレスへの対処
「ストレスマネジメントの海」作成 模造紙・波型の付箋 自己認識・創造的思考
５．調査の手続き 
調査の承諾にあたっては、学校長と養護教諭へ
の研究の趣旨を説明し、その後の中学校職員会議
を経て研究実施の承認を得た。 
調査対象のプライバシーが守られるよう無記名とし、
体育館において、学生間の幅は約 50cm 間隔で椅
子を配列した。調査用紙は、回答が外から見られ
ないように、表表紙裏表紙共に 1 枚多く製版した。
調査項目には、中学生にとって回答しづらい項目
もあると予想し、事前にプレテストによって中学生 3
名のヒアリングの協力のもと、中学校 1 年生でもわ
かるような項目内容とし、わからない場合はそのま
ま飛ばして次に進むことを事前に説明した。 
生命と性の健康教育学習会の「総合的な学習」
の前に一斉に調査用紙を配布し、研究者が調査
用紙の冒頭に書いてある説明書きを解説し、調査
実施時間は約 20 分と設定し、実施時には学校教
員の机間巡回を原則しないように求めた。回収は、
回収ボックスを回し調査用紙を入れる方法をとった。
保護者には、学年通信によって学校側より通達し、
サテライトにて、「生命と性の健康学習会」へは自
由参加とした。 
６．分析方法 
統計解析には統計プログラムパッケージ
SPSSVer.10．5J を使用し、重回帰分析を行った。 
７．倫理的配慮 
中学学校内の職員会議にて承認され、研究対
象の生徒へは、口頭と紙面にて説明し、承諾を得
た。調査用紙の作成時の質問配列には、個人情
報が保持できるように配慮した。また、保護者には
学年便りを用い通達し、研究の承諾を得た。対象
者の生徒へは、下記の 5 点を口頭と紙面にて説明
し、承諾を得た。同意しないものに関しては、未記
入で提出するよう依頼した。 
1）調査の参加や中断は、自由意思であり不利益を
こうむる事はないこと。 
2）結果は研究者以外に用いることはないこと。 
3）学校の成績・評価には、全く関係がないこと。 
4）健康を推進するための授業などで用いることが
あること。 
5）最終的には質問紙、データ等は焼却処分とする
こと。なお、本研究は、昭和大学保健医療学部倫
理委員会の審査にて承認を得た（承認番号第 218
号）。
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結 果 
 
 
本研究の有効回数は、574 名（男子 284 名、
女子 290 名）有効回答率 98.1％であった。 
 
１）性の健康心理尺度の因子の学校生活スキル
尺度の因子への影響 
性の健康心理尺度のそれぞれの下位項目を
説明変数として、また学校生活スキル尺度のそ
れぞれの下位項目基準変数として重回帰分析
を行った。 
その結果、性の健康心理尺度の｢性行動リス
ク性｣は、学校生活スキルの｢集団スキル｣、｢健
康維持スキル｣において、5%有意水準で正の有
意性があった。 
「性行動追求性」は、「自己学習スキル」、「進
路決定スキル」、「集団活動スキル」において、
5%から 0.1％有意水準で負の有意性があった。
中でも「性行動追求性」と「自己学習スキル」
は 0.1％有意水準の高い負の有意性であった。 
「生命と性の尊重性」では、「自己学習スキル」、
「進路決定スキル」、「集団活動スキル」、「健康
維持スキル」、「同輩とのコミュニケーションス
キル」の 5 項目すべてに、5%から 0.1％有意水
準で正の有意性があった。  
特に、「進路決定スキル」と「集団活動スキル」
それぞれに 0.1％水準の高い正の有意性があっ
た。 
｢恋愛追求性｣は、「進路決定スキル」、「健康維
持スキル」、「同輩とのコミュニケーションスキル」に、
5%から 1％有意水準で正の有意性があった。特に、
「進路決定スキル」に 1％の有意水準で有意性があ
った。ストレスの各項目の合計に関しては、学校生
活スキルの「自己学習スキル」「進路決定スキル」
「集団活動スキル」「健康維持スキル」「同輩とのコミ
ュニケーションスキル」の 5 項目すべてに、5%から
0.1％有意水準で負の有意性があった（表 2）。 
 
２）ストレスの学校生活スキル尺度の因子への
影響 
ストレス項目に関しては、学校生活スキルの
「自己学習スキル」「進路決定スキル」「集団活動ス
キル」「健康維持スキル」「同輩とのコミュニケーショ
ンスキル」 の 5 項目すべてに、1％～0.1％有意水
準で高い負の有意性があった（表 2）。 
 
***p＜0.001，**p＜0.01，*p＜0.05 
       
 
表 2．性の健康心理が学校スキルに及ぼす影響（重回帰分析） 
  基準変数 
説明変数 
自己学習    
スキル 
進路決定  
スキル 
集団活動   
スキル 
健康維持     
スキル 
同輩Ｃｏｍ 
スキル 
性行動リスク性  .042 .084 .128* .126* .091 
性行動追求性 ―.209*** ―.105* ―.153** ―.022 ―.048 
生命と性の尊重性  .15** .219*** .207*** .127* .164* 
恋愛追求性 .083 .176** .097 .114* .161* 
ストレス項目 ―.203*** ―.117* ―.193*** ―.354*** ―.229*** 
AｄjR2 0.116 0.130 0.151 0.167 0.123 
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考  察 
 
 本研究の結果より、「性の健康心理尺度」の 4 因
子の「学校生活スキル尺度」5 因子への影響が明
確になった。 
１）性行動リスク性 
性の健康心理尺度の｢性行動リスク性｣が｢集団
活動スキル｣と｢健康維持スキル｣に正の影響があっ
たことから、性のリスクを認知していると、集団生活
に適応することに優れており、また健康維持の能力
を兼ね備えていることがわかった。性行動のリスク
性と集団活動スキルが正の有意性に関してことは、
性行動によるリスクを知識として持っていることは、
情報のみを習得していくことだけでなく、そのリスク
予防の重要性を把握していることも含まれる。その
ため、性行動リスク性は、自己の性的欲求を単なる
興味関心で性行動に発展させるのではなく、理性
で抑制することや客観的に現在置かれている自己
の現状を理解し、選択的な行動によってその後に
起り得る事柄を予期することができる。そして危険
予測ができるということにつながる。集団活動スキル
は、集団の中でのセルフマネージメントや内省する
力、またグループ内の協調性を重んじながら自己
の能力発揮を行うことが含まれる。そのため、性行
動のリスク性を高めることは集団内での自己のあり
方や想像力や行動力をつけること、調整する能力
に効果的に働くこと考える。望まない妊娠や性感性
症罹患を予防するためには、性行動の対象（パート
ナー）に、自己の思いや性行動への考えを伝え、
危険回避のための予防策を考え行動に移す必要
性がある。そのため、性行動の対象（パートナー）に
言葉を選んで、自分の考えを的確に伝えるというコ
ミュニケーション技術が必要不可欠である。性行動
のリスクを回避するためにも、相手の立場に立って
考えることは人間関係を構築する上で最も必要で
ある。ライフスキル教育の該当項目をみると、自己
認識や共感性や対人関係スキルであると考えられ
ており、情報収集能力や交渉力および調整力とい
った社会的な能力を刺激し、集団の中での自己を
追求することにつながっていることがわかり性行動リ
スク性を知識だけでなく、行動変容まで教授し、習
得していくことの効果がわかった。 
集団活動スキル同様に健康維持スキルとも有意
性があったが、性の健康維持というスキル獲得とい
う考えから予測できる結果ではあった。しかし、リス
クを認知していることは、先にも述べたように、性の
健康を脅かす知識を知っているばかりでなく、性行
動自体のリスクを認知し、回避するための行動をも
想像することや身につけていくことが必要である。
性に関する健康に限定することなく、自分自身の
健康を保つ知識・態度・行動・対処能力の全てに
影響を及ぼすことが示唆され、また今後健康教育
の一環として強化していくことの効果も明確になっ
た。よって、「生命と性の健康教育」等で、性感染症
の知識、危険な性の情報分析や誘惑から回避する
ロールプレイ等で性行動のリスクを認識することは、
集団活動でのさまざまな客観性や順応性が養われ
る。さらに、そればかりか、今後の将来的な健康阻
害因子を想像することや今後起こり得る疾患などか
ら自己の保持増進への意識を高めることに効果的
であると考えられた。 
２）性行動追求性 
性行動追求性は、「自己学習スキル」、「進路決
定スキル」、「集団活動スキル」に有意に負の影響
を及ぼす結果となった。つまり、性行動を追求する
心理過程は、自身が行わなければならない学習や
集団活動、自分自身の将来像を描くことへの弊害
として性そのものが存在していることがわかった。こ
のことにより、性の 3 側面の中の｢生殖性｣、｢連帯
性｣、「快楽性」の中の｢快楽性｣のみが焦点化され、
また現実の状況や自己の課題から逃避したいとい
う思いがあることも考えられた。そして、性行動を追
求するあまりに集団行動に支障をきたす結果となっ
てします。さらに、性行動の快楽性を追求し過ぎて
しまう心理は、近年の愛情希求の延長にある性依
存や本来の人間対人間の関係性の中に構築する
感情が培われないままの性の商品化状態になり兼
ねない。 
以上のことより、中学生であることから第二次性
徴での性衝動による性への興味・関心はむしろ正
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常な成長過程・発達段階の通過点として肯定的に
受け止めていくことを学習する。そして、その先にあ
る性の連帯性によってより豊かなる人間の性を強め、
導く必要性がある。互いを尊重し、信頼関係に基
づいた人間関係の発展からなる豊かな性行動の構
築のために、性の多面性と共に、性行動に至るま
での理想的な心理的な過程を集団の中で検討す
ることが重要である。これは、今野が大学生への性
意識・性行動に関する調査から性教育の方向性を
検討した結果と同様であり、「人間関係形成のため
の 1 つの手段としての性行動をとることができるよう
な性教育」「豊かで安全な性行動をとることがきるよ
うな性教育」13）のための具体的な教授方法が今度
の課題であるといえる。 
性という多面的な意義がある概念のとらえ方にも
行動だけに焦点を当てるのではなく、個の存在価
値を高めることができるような教育体制が望まれる。 
３）生命と性の尊重性 
性の健康心理尺度の「生命と性の尊重性」は、
学校生活スキルの「自己学習スキル」「進路決定ス
キル」「集団活動スキル」「健康維持スキル」「同輩と
のコミュニケーションスキル」の 5 項目すべてに、プ
ラスの影響をもたらしていた。 
生命と性の尊重性は、生命を尊び、また自らの
性を肯定的に受け止めることが基盤となっている。
そのため、今現在だけに着眼しているのではなく、
自己の健康や将来、また周囲との関係性にも影響
していることがわかった。人間は生命の有限性を知
ることにより、より有意義に生きることができると考え
られる。そのため、性の健康教育の中でも「生命」
の有限性と不可逆性が再認識できるような機会も
必要であると示唆された。また、同輩とのコミュニケ
ーションとの有意性からも自分自身への生命や性
を尊重する気持ちが、同輩への配慮や理解につな
がると考えられる。そして、自分も他者も大切にする
姿勢につながることが望まれる。 
しかしながら、研究者が行った生命のイメージに
関する研究において、中学生は生命のイメージを
{生殖性}、{脆弱性}、{貴重性}、{神秘性}、{平等性}、
{必然性}、{困難性}で抽出でき、理解し難い「困難
性」が存在した 14）。このことから、学校スキル向上の
ためにも、生命や性のより幅広い教科での理解が
必要であると示唆された。つまり、生命や性に関す
る教育では、性に関する知識や性行動による危険
性、また嫌悪感を抱くようなネガティブな状況を強
調し表現するのではなく、道徳的な教科や生物、
国語、保健体育、科学、技術家庭など関連する科
目にて生命の尊重性、性の多義性や尊重性を意
識づけることが、学校生活スキル全体の向上に効
果的であると考えられた。これは、若者の性とセクシ
ャリティ教育の現状に関する文献研究の西頭らの
研究でも『「解剖学的」「生物学的」な枞内で行われ
る狭義の性教育ではおさまらない、多面的アプロー
チを必要としている』15）と述べており、今後の学校
教育内での意識改革を強調したい。 
４）恋愛追求性 
恋愛追求性は、「進路決定スキル」、「健康維持
スキル」、「同輩コミュニケーションスキル」にプラス
の影響を与えていた。恋愛することにより、誰かを
大切に思うことや愛情をもらうことは精神的な安心
感および安定を相互に感じ、学習や将来への課題
に意欲的に取り組むことが出来ると予測していた。
しかし、恋愛は盲点言われるように、恋愛感情が思
春期における性行動の興味に拍車をかけ、その思
いを追求するあまりに恋愛追求性に強い性への関
心が持たせてしまうことは尐なくない。それらが性行
動追求性に直結してしまうことは教育効果の期待
に反する結果となってしまう。 
よって、恋愛することの素晴らしさは伝える必要
はあるが、思春期の男女交際の方法や形、注意し
なければならない事項、早急に性行動に発展しな
いための男女の相互理解の効果を中学生自身が
考えることに意味がある。       
そして、さらに時間をかけて段階を踏み、人間関
係の構築方法や恋愛の発展的なのちの安全な性
行動についてライフスキル教育により、育んでいく
授業方法の構築が重要であることを導けるような教
育的意味づけが必要であると思われる。しかし、こ
こで注意しなければならないのが性愛や恋愛に関
する学習事項は異性愛が中心であったことである。
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近年では性同一性障害についての理解も深まり、
性非行と偏見された頃からは社会背景も大きく変
化した。 
今後は公平性ある生命と性の健康教育を推進し、
より性的自己決定能力の育成・推進を図ることも課
題であろう。しかしながらその前に、中学生の恋愛
に関する実態調査を行い、メールや SNS 上での恋
愛発展や直接的な交流を伴わない恋愛の形につ
いても、新たな概念的な再定義の必要性を示唆す
る。 
２．ストレスによる学校スキルへの影響 
ストレスは、「自己学習スキル」、「進路決定スキ
ル」、「集団活動スキル」、「健康維持スキル」、「同
輩とのコミュニケーションスキル」すべての学校生活
スキルに負の影響を与えていた。現代の社会はスト
レスを理解し、またそのストレスフルな自己と向き合
い共存して行くことが必要な状況にある。また、中
学生のストレスとサポートについて調査した松元に
よると「学校では、教師と友人がサポートしてくれる
という思いが、積極的で前向きな考え方心身の健
康にプラスの影響を与えていた。」17）と述べられて
おり、ストレス自体が学校生活に影響を及ぼしては
いるが、反面学校の人的環境からそれらのサポート
を受けていることが明確になった。ストレスを学校生
活内で最小限にするためには、周りからのサポート
が得られる自己のあり方と、人的物的心理的な環
境調整が必要であり、家庭と学校との情報ツール
づくりも必要であろう。またポジティブなストレスは人
生を豊かにするスパイスであるとも言われていること
から、ストレスマネジメントの習得によってセルフケ
アする能力を高め、学校生活スキル全体を向上さ
せることが理想的である。 
今後、学校教育関係者と外部の保健医療関係
者が協力し、生命教育や性の健康教育をより効果
的な授業となるために定期的で継続的な連携を図
ることが重要である。そして、中学生が自己を見つ
め、劣等感や低い自尊心を抱き続けるのではない、
安心した人間関係の中でアイデンティティ構築して
いくことができるよう、若者に対する教育の充実が
示唆された。 
結  語 
中学生の「性の健康心理尺度」と「学校生活スキ
ル尺度」乖離するものではない事が明確となった。
性の健康心理を高めることは、中学生の学校スキ
ルを向上させることにつながることがわかった。今後、
中学生の学校生活スキルを高めるためにも、学校
教育の中での生命教育や性の健康教育の充実お
よびストレスマネジメントの推進が示唆された。 
一部の地域での対象であるため、今後は対象を
幅広く収集し、一般化を図る必要がある。 
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Abstract 
The purpose of this study is to clarify how the “Sexual health psychology” and stress of junior 
high school students would have an impact on their school life skills, and to utilize those studies for 
“life and sexual health education” and lifestyle guidance for future students. I advanced this 
research through the multi-regression analysis by employing “Psychological Scale for Sexual, rev. 
ed. (Ueda, 2012)” and “School life skills scale (Iida and Ishikuma, 2006)” with adding 10 terms of 
stress description.  
As a result of the research, “Esteemed disposition of life and sex” in Psychological Scale for 
sexual health have positive significance for all of 5 terms; Self-study skills, Career decision skills, 
Group activity Skills, Health maintenance skills and peer communication skills. On the other hand, 
“Stress” has negative significance for all of those terms. 
This research clearly showed that sexual health psychology and acquiring skills for school life 
have connection each other for junior high school students. This research also suggested the 
necessity of Education of Life and sexual health in order to improve their school life skills as well.  
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